
平成22年度平成22年度
カーボンフットプリント日本フォーラム総会・セミナー

『農林水産分野 おける 見える化 』『農林水産分野におけるCO2 の見える化について』

平成２２年９月２７日平成 年 月

農林水産省大臣官房 環境バイオマス政策課
課長補佐（地球温暖化班） 小池 文典課長補佐（地球温暖化班） 小池 文典



１．農林水産省の「見える化」の取組

◎ 我が国としては 平成20年３月には「京都議定書目標達成計画」改◎ 我が国としては、平成20年３月には「京都議定書目標達成計画」改

定、同年７月には「低炭素社会づくり行動計画」がに閣議決定されました。
その中では、地球温暖化対策の手法、低炭素社会へ誘導策として温室その中では、地球温暖化対策の手法、低炭素社会 誘導策として温室
効果ガスの「見える化」 が掲げられました。

◎ 農林水産省では、農林水産分野の地球温暖化対策に総合的に取り
組むために、平成19年6月、「農林水産省地球温暖化対策総合戦略」を

策定し ①地球温暖化防止策 ②地球温暖化適応策 ③我が国の技術策定し、①地球温暖化防止策、②地球温暖化適応策、③我が国の技術
を活用した国際協力を柱に地球環境保全に積極的に貢献する農林水産
業の実現に取り組ため、国内外の動向を踏まえ、農林水産分野における業の実現に取り組ため、国内外の動向を踏まえ、農林水産分野における
省CO2効果の「見える化」に係る施策等を地球温暖化対策の強化の柱と
して追加し、「農林水産省地球温暖化対策総合戦略」の改定を平成20年

決定7月29日決定しました。



２．「農林水産分野における省ＣＯ２効果の表示の指針」

◎ 農林水産省では 前記のような温室効果ガス（ＧＨＧ）削減 地球温◎ 農林水産省では、前記のような温室効果ガス（ＧＨＧ）削減、地球温
暖化対策の動向を踏まえ、農林水産分野における温室効果ガスの「見え
る化」の表示の在り方や基本的考え方、今後の課題等を「農林水産分野
における省ＣＯ２効果の表示の指針」としてとりまとめ、平成21年4月公表
しました。

農林水産業における「省ＣＯ 効果の表示 は 他の分野大きく異なる農林水産業における「省ＣＯ２効果の表示」は、他の分野大きく異なる
地域性、気候に大きく左右される産業構造であることや二酸化炭素だけ
でなく 農地や畜産業から排出されるメタン（ＣＨ２）や一酸化二窒素（Ｎ２でなく、農地や畜産業から排出されるメタン（ＣＨ２）や 酸化二窒素（Ｎ２

Ｏ）など特有の温室効果ガス排出があり、製品（農産物等）の特性に応じ
た自主的な取り組みを推進することとしています。

また、林業の分野では地球温暖化対策大きく貢献できる製品への吸
収・貯留や化石燃料の代替効果についても検討しています。



生産者の努力生産者の努力 表示方法（例）表示方法（例）

３．農林水産分野における省ＣＯ２効果の表示
生産者の努力生産者の努力 表示方法（例）表示方法（例）

環境保全型農業の環境保全型農業の
推進による施肥量の推進による施肥量の
適正化・低減適正化・低減

温室効果ガス排出削減の取組達成度温室効果ガス排出削減の取組達成度

ＣＯ ２ 排出削減効果

○○ 排出削減効果の表示排出削減効果の表示 CO2排出量を削減して漁獲した魚です！
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農
林
水リターナブル容器のリターナブル容器の

ポスターでの排出削減％表示ポスターでの排出削減％表示

ＣＯ ２ 排出削減効果

３０%
２

以
上

排出削減％表示排出削減％表示 ☆☆の数の数 石油使用量を石油使用量を○△○△％削減％削減

○○ 排出量の表示排出量の表示
産
業
の
現

産
業
の
現木質ペレットボイ木質ペレットボイ

利用の推進利用の推進
○○ 排出量の表示排出量の表示

現
場
の
努

現
場
の
努

木質木質
ラーの導入など、木ラーの導入など、木
質バイオマス燃料の質バイオマス燃料の
利用利用

ホームページでの表示ホームページでの表示商品へのラベリング商品へのラベリング ポップ表示ポップ表示

○○ 木材製品における炭素貯蔵量等の表示木材製品における炭素貯蔵量等の表示
○ 炭素貯蔵量＝木質部重量×０ ５

力
を
表
示

力
を
表
示

ＣＯＣＯ２２の吸収にの吸収に
貢献する間伐など貢献する間伐など
の森林整備を推進の森林整備を推進

○ 炭素貯蔵量＝木質部重量×０．５
例 学校で木製の机・いすを30人クラスで使用する場合

≒ ≒

総重量：390Kg
（13Kg×３０人分）

40年生スギ２本
の炭素貯蔵量

炭素200kg
【【木造住宅木造住宅】】一般的な木材住宅で約一般的な木材住宅で約
６ の炭素を固定６ の炭素を固定示示

発光ダイオード集発光ダイオード集
魚灯など省エネ機器魚灯など省エネ機器
等の導入等の導入

（13Kg ３０人分）
６ｔの炭素を固定６ｔの炭素を固定

○○ バイオマスの化石資源代替効果の表示バイオマスの化石資源代替効果の表示
木質ペレット木質ペレット木質ペレット木質ペレット

木質ペレ ト ０ 袋木質ペレ ト ０ 袋木質ペレット１０ｋｇ袋木質ペレット１０ｋｇ袋
☆灯油代替量☆灯油代替量4.64.6ﾘｯﾄﾙﾘｯﾄﾙ
☆☆11.5kgCO211.5kgCO2削減削減



４．「省ＣＯ２効果の表示の指針」における見える化

（ ）考え方（１）考え方
・ この取組は、温室効果ガスの削減のみならず経改善の観点からも
有意義である有意義である。
・ 農林水産業関係者の自主的な取組を促進
・ 農林水産分野の特徴を踏まえた多様な表示のアプローチを検討農林水産分野 特徴を踏 多様な表 を検討

（２）考えられる表示方法
①温室効果ガス排出削減効果の表示（星タイプ、削減タイプ（%）
②温室効果ガス排出量の表示 （カーボンフットプリント）
③木材製品における炭素貯蔵量等の表示③木材製品における炭素貯蔵量等の表示
④バイオマスの化石資源代替効果の表示



５．農林水産分野における「ＣＯ２の見える化」の推進（１）

平成２２年度 農林水産分野における「ＣＯ２の見える化」推進事業

事業内容事業内容

地球温暖化防止に貢献する農林水産業関係者の努力を地球温暖化防止に貢献する農林水産業関係者の努力を「見える化」する「見える化」する ために必要なために必要な
データやツールを調査・開発データやツールを調査・開発します！します！

事業内容事業内容

（１）農林水産分野における「（１）農林水産分野における「CO2CO2の見える化」検討の見える化」検討
・・ 生産資材や飼料等に係る温室効果ガス排出原単位の調査・検討生産資材や飼料等に係る温室効果ガス排出原単位の調査・検討
・・ 主要な農林水産物の生産段階全体の標準的な温室効果ガス排出量主要な農林水産物の生産段階全体の標準的な温室効果ガス排出量((参考値）の調査・検討参考値）の調査・検討

デ タやツ ルを調査 開発デ タやツ ルを調査 開発します！します！

主要な農林水産物の生産段階全体の標準的な温室効果ガス排出量主要な農林水産物の生産段階全体の標準的な温室効果ガス排出量((参考値）の調査 検討参考値）の調査 検討
（２）簡便な温室効果ガス排出量算定ツールの開発（２）簡便な温室効果ガス排出量算定ツールの開発
・・ 農林水産業関係者が、農林水産物の生産段階等における自らの温室効果ガス排出量を簡
便に把握・算定するためのツールを開発します。

温室効果ガス排出削減の努力を表示し、商品の選択肢のひとつに！温室効果ガス排出削減の努力を表示し、商品の選択肢のひとつに！

努力を表示する！努力を表示する！

温暖化防止に役立つなら、温暖化防止に役立つなら、
買ってみようかしら！買ってみようかしら！

商品選択で応える！商品選択で応える！

努力を表示する！努力を表示する！



６．農林水産分野における「ＣＯ２の見える化」の推進（２）

平成２２年度 農林水産分野における「ＣＯ２の見える化」推進モデル事業のうち
「農林水産物のカーボンフットプリント表示モデル構築事業」

事業の主な内容
ＰＣＲの策定

・代表的な農産物の品目について、ＰＣＲを策定。カーボンフットプリント表示のモデル的実施。
・ＰＣＲ原案策定 表示をモデル的に実施するための検討委員会を開催・ＰＣＲ原案策定、表示をモデル的に実施するための検討委員会を開催

ＰＣＲ検討委員会の運営・開催

新規のＰＣＲの認定
品目の選定 代表的な農林水産物の選定 既存のＰＣＲを中心にＣＦＰを算定を支援・品目の選定 代表的な農林水産物の選定

・ＰＣＲの認定 上記の各フェーズによる手続きを
踏まえ、認定

既存のＰＣＲを中心にＣＦＰを算定を支援
・算定について検証を経て、ＣＦＰマークを取得

平成２１年度事業実績
「うるち米」「花き」「野菜及び果実」「バナナ（生食用）」の４ＰＣＲが認定済み。



７．農林水産分野における「ＣＯ２の見える化」の推進（３）

平成２２年度 農林水産分野における「ＣＯ２の見える化」推進モデル事業のうち
「農林水産分野の「ＣＯ２の見える化」手法構築事業」農
「農産物における「ＣＯ２の見える化」表示ルール構築事業」

事業の主な内容
「 見える化 表 農産物 試験販売１．「CO2の見える化」表示農産物の試験販売」

・省CO2効果の高い営農法により栽培された作物を見える化表示した上で大規模に販売。
２．「 「CO2の見える化」手法構築のための検討会の運営」

・ 農産物の「CO2の見える化」の手法の検討、普及に向けた提案 など。農産物の「CO2の見える化」の手法の検討、普及に向けた提案 など。

省CO2効果の高い営農法

により栽培された農産物
省CO2表示を行った作物の試験販売

・ 複数地区で販売実施 効率的により栽培された農産物 ・ 複数地区で販売実施

・ 調査の実施（消費者、生産者）

検討委員会の開催

「省CO2表示の選定」
見える化に伴うコストの評価

効率的、

効果的な

CO2表示

ルールの「省CO2表示の選定」

・★★☆☆☆

・CO2削減○%

・生産・流通・販売の各過程

消費者及び生産者、両者にとっての効率的・効果的な
表示ルールの検討

ルールの

検討

平成21年度～平成22年度の2年間で、農産物における省CO2効果表示ルールを検討。



木材は、再生可能でカーボンニュートラルな資源であるとともに加工等に必要なエネルギーも低い「環境に優しい」資材であり、その利用を通じて
「低炭素社会」の構築に大きく貢献することが可能。

８．木材利用に係る環境貢献度の定量的評価（｢見える化」）について

木材、とりわけ国産材の利用に係る省ＣＯ２効果などの環境貢献を、具体的な数値データをもって評価し、広く国民に普及すること（木材利用に
係る環境貢献度の定量的評価）が、木材の需要拡大の観点からも重要。

● 以下の３つの効果について木材利用に係る環境貢献度を定量的に評価

① 省エネ効果① 省エネ効果 省エネ資材としての「見える化」を導入するためには、LCA評価の考え方を導入

バージン材料に対する評価対象範囲

部材への加工
製品への加工
（木造住宅等）

消 費 廃 棄輸
送

輸
送

輸
送

輸
送

•人員輸送
•刈払機

重機

•乾燥
•切削

•切削 等 •解体
•燃焼補助

種苗、地ごしらえ、
植栽、保育、伐採

サーマル
リサイクル

（評価対象範
囲から除外）

【例】
木製机を製造する際に排出されるCO2は、

○○で作った机に比べ △△ｋｇ少ない（ＣＯ２

リサイクル材料に対する評価対象範囲

エネルギー使用量の評価対象範囲（バウンダリー）

部材への加工 製品への加工
消 費 廃 棄輸 輸輸 輸

再 利 用

•重機
•チェーンソー 等

•接着 等 等

輸送

サーマルリサイクル

（評価対象範囲から除外）

○○で作った机に比べ、△△ｋｇ少ない（ＣＯ２
排出削減に寄与）

② 炭素貯蔵効果 木材中の炭素貯蔵量は、木材重量の約５割

（乾燥・切削・接着等） （木造住宅等）
消 費 廃 棄輸

送
輸
送

輸
送

輸
送

エネルギー使用量の評価対象範囲（バウンダリー）

•乾燥
•切削

•接着 等

•切削 等 •解体
•燃焼補助
等

③間伐材製品利用による 林地の間伐への貢献効果

木材重量 × ０．５ ＝ 炭素貯蔵量
【例】

１０ｋｇの木製机は、CO2由来の炭素を５Kg
固定

使用した間伐材が、どの程度間伐（面積）に貢献しているかを評価

末木枝条の
一部は林地
に存置

工場廃材はマテリアル利用または
エネルギー利用

【例】

A m3/ha

輸送・製品化

利用率Q％ B m3の利用材積間伐率P%

間伐貢献度（ｈａ）＝ 1/A × 1００/P × 1００/Q × B
間伐材製品である
ことの表示

間伐材を原料とした１０ｋｇの机（スギ）は、
14m2の森林整備（間伐）に貢献



【【目的目的】】

農林水産分野における省ＣＯ農林水産分野における省ＣＯ２２効果の表示を推進していくための指針と効果の表示を推進していくための指針としし 概概 要要

（参考） 農林水産分野における省ＣＯ２効果の表示の指針

農林水産分野における省ＣＯ農林水産分野における省ＣＯ２２効果の表示を推進していくための指針と効果の表示を推進していくための指針としし
て、食料・農業・農村政策審議会、林政審議会、水産政策審議会の地球環て、食料・農業・農村政策審議会、林政審議会、水産政策審議会の地球環
境小委員会合同会議において、「省ＣＯ境小委員会合同会議において、「省ＣＯ２２表示」のあり方や具体化に向けた表示」のあり方や具体化に向けた
課題を整理。課題を整理。

【【構成委員構成委員】】
食料 農業 農村政策審議会企画部会地球環境小委員会

１．農林水産分野における温室効果ガスの１．農林水産分野における温室効果ガスの｢｢見える化見える化｣｣の基本的考え方の基本的考え方
○○ 農林水産業関係者の自発的な取組。「省ＣＯ農林水産業関係者の自発的な取組。「省ＣＯ２２表示」には表示」には
様々な手法があるが、どの手法が消費者への訴求力が最も様々な手法があるが、どの手法が消費者への訴求力が最も
高いかを踏まえ農林水産業関係者が選択高いかを踏まえ農林水産業関係者が選択食料・農業・農村政策審議会企画部会地球環境小委員会

岡 本 明 子 環境カウンセラー・主婦
亀 山 康 子 (独)国立環境研究所地球環境研究センター主任研究員
栗 山 浩 一 早稲田大学政治経済学術院教授
佐々木 晨二 (株)J -オイルミルズ代表取締役社長
佐々木 陽悦 農業者(宮城県大崎市)
寺 島 実 郎 (株)三井物産戦略研究所所長((財)日本総合研究所会長)
林 陽 生 筑波大学生命環境科学研究科教授

<座長> 林 良 博 東京大学大学院農学生命科学研究科教授
椋 田 哲 史 (社)日本経済団体連合会常務理事
八 木 行 (独)農業環境技術研究所物質循環研究領域上席研究員

高いかを踏まえ農林水産業関係者が選択。高いかを踏まえ農林水産業関係者が選択。
○○ 農林水産物については、ライフサイクルの特徴等を農林水産物については、ライフサイクルの特徴等を踏ま踏ま
え、温室効果ガス排出量の算定、表示の検討を進めつつも、え、温室効果ガス排出量の算定、表示の検討を進めつつも、
まずは主として生産者自らの生産段階での排出削減努力をまずは主として生産者自らの生産段階での排出削減努力を
伝えることに重点を置いて温室効果ガス排出削減効果の表伝えることに重点を置いて温室効果ガス排出削減効果の表
示を進めていくことが必要示を進めていくことが必要八 木 一 行 (独)農業環境技術研究所物質循環研究領域上席研究員

吉水 由美子 伊藤忠ファッションシステム(株)マーケティングディビジョンＲ ＆ Ｄ グループマーケティングディレクター
渡 邉 紹 裕 大学共同利用機関法人人間文化研究機構総合地球環境学研究所教授

林政審議会施策部会地球環境小委員会委員
青 山 佳 世 フリーアナウンサー
安 藤 直 人 東京大学大学院農学生命科学研究科教授
金 沢 滋 林業経営家（ 岩手・木質バイオマス研究会会長）
櫻 井 尚 武 日本大学生物資源科学部教授
横 山 彰 中央大学総合政策学部教授

示を進めていくことが必要。示を進めていくことが必要。
○○ 食品産業においては、ライフサイクル各段階の事業者と食品産業においては、ライフサイクル各段階の事業者と
消費者の課題の共有、削減に積極的な企業について伝える消費者の課題の共有、削減に積極的な企業について伝える
ことに重点を置き、ＬＣＡを活用した温室効果ガス排出量ことに重点を置き、ＬＣＡを活用した温室効果ガス排出量
の表示と事業者単位の表示を進めていくことが適当。の表示と事業者単位の表示を進めていくことが適当。

【【開催経緯開催経緯】】

水産政策審議会企画部会地球環境小委員会
櫻 本 和 美 東京海洋大学海洋科学部教授
中 田 薫 (独)水産総合研究センター研究開発コーディネーター
中 田 英 昭 長崎大学大学院生産科学研究科長
福 島 哲 男 北部太平洋まき網漁業協同組合連合会理事

２．農林水産分野における省ＣＯ２．農林水産分野における省ＣＯ２２効果の表示のあり方効果の表示のあり方

（１）表示内容（１）表示内容

①温室効果ガス排出削減効果の表示①温室効果ガス排出削減効果の表示

②温室効果ガス排出量の表示②温室効果ガス排出量の表示平成20年
月 検討事項整理

②温室効果 排出量 表示②温室効果 排出量 表示

③木材製品における炭素貯蔵量等の表示③木材製品における炭素貯蔵量等の表示

④バイオマスの化石資源代替効果の表示④バイオマスの化石資源代替効果の表示

（２）表示箇所（２）表示箇所
消費者等への訴求力を最大限に上げるという点を踏まえ消費者等への訴求力を最大限に上げるという点を踏まえ

7月23日 検討事項整理
ヒアリング（農業ＬＣＡ学識経験者）

9月17日 ヒアリング（農業ＬＣＡ学識経験者、食品加工・流通・販売業関係
者、農業関係学識経験者）

9月30日 ヒアリング（漁業関係者）
10月28日 ヒアリング（農業関係者、食品産業関係者、木材ＬＣＡ学識経験者）
11月26日 論点整理 消費者等への訴求力を最大限に上げるという点を踏まえ、消費者等への訴求力を最大限に上げるという点を踏まえ、

商品への表示、値札、店頭、ホームページ、パンフレット、商品への表示、値札、店頭、ホームページ、パンフレット、
環境報告書、ＱＲコード等農林水産業者がそれぞれ選択。環境報告書、ＱＲコード等農林水産業者がそれぞれ選択。

（３）温室効果ガス以外の環境関連情報（３）温室効果ガス以外の環境関連情報

①フード・マイレージ①フード・マイレージ

11月26日 論点整理
12月12日 中間とりまとめ

平成21年
1月21日～

2月19日
パブリック・コメント

3月17日 最終とりまとめ

この指針の内容を、品目毎の特性に応じた「省ＣＯこの指針の内容を、品目毎の特性に応じた「省ＣＯ２２表示」の具表示」の具
体的実施に向けて各種施策に反映体的実施に向けて各種施策に反映

①フ ド マイレ ジ①フ ド マイレ ジ

②その他の環境関連情報②その他の環境関連情報

（４）コスト負担のあり方（４）コスト負担のあり方

３．今後の課題３．今後の課題



平成22年度平成22年度
カーボンフットプリント日本フォーラム総会・セミナー

ご静聴ありがとうございましたご静聴ありがとうございました


